
八月の終わり近くに'島根県の津和野に行

ってきた｡森鴎外の旧居や墓を見るためであ

ひごろ

る｡津和野は日頃わたしがイメージしていたような町ではなかった｡ゆったりとした平地

いう家がこうなな家に住んでいたのだろう｡
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旧居を見た後に　｢森鴎外記念館｣を見に行

った｡いろいろな展示物を見ながら､もう何

に土塀が続き'

お　ひれ

濾

こい

る川にはきれいな鯉

年も鴎外を読んでいなかったことに

たちが尾鰭を揺ら

いでい

ら驚く｡『阿部一族蛙　や

る｡何かのパンフレットを見てのそんなイメージが定着してしまっていたわたしには､津和野は､別の場所だった｡

津和野は山と山に挟まれた細くて小

であった｡城下町だというが､そんな面影はほとんどない｡わたしたちが歩いた場所が'

そ

そういう場所から逸れていたせいかもしれないが｡森鴎外の旧居はとても質素であった｡代々､津和野藩主亀井家の典医をしていたと

の小説は読んだはずであるのに､今はもう筋さえもおぼつかない｡けれど､ふと記憶のなかから浮かび上がってきたフレーズがあった｡

南山の　たたかびの日に袖口の　こがねのぼたんひとつおとしっ　その抑鉦惜し　(後略)鴎外が日露戦争従軍中に作ったといわれる

ぽたん

この詩　(｢うた日記｣　のなかの　｢押鉦｣)　を､わたしは長く覚え続けていたのであった｡初

がねのぽ究フレー

失ったものは'失う釜

そこにあ
ねんご

った時よりも､意識と身に寄り添い､懇ろな懐かしいものとなる｡鴎外が無くしたものは'



そでぐちぽたん

袖口の金色のひとつの釦であった｡鴎外は無くした釦が何年も忘れられなかった｡だから､わざわざ　｢こがねのぼたん｣と愛着をこめて､ひらかなで書いたのである｡｢その抑鉦惜し｣という､時間がたつほどに惜しくなる人情の機微のかなしさ｡

鴎外が落とした釦のことを考えているうち

に､失ったものではなく､失った場所のことにわたしの思いは移って行った｡ものは無くしても､見つからないだけで必ずどこかにある｡けれど失った場所は､ぽん

ルであった｡時間帯のせいか､わたしが行く

だれ

お昼頃にはたいてい誰もいない｡コースは六コースあり'丘と六のコースは潜水用でかなり深い｡この深いコースで泳ぐのが好きだった｡時々スキューバダイビングの練習をしている人が底に潜っていたりして､その人たちが吐きだす泡の上を泳いでいると､深海にいるような気がして愉快になる｡

水があるかぎり､どこまでもいつまでも泳

いでいける｡体力のあるかぎり泳いでいける｡こん汝に自由な場所はどこにもなかった｡わ

も無くなってしまー

しぼ泳ぎはうまくはないが､ゆっくりとな

やせ八瀬のプ--の会員

烏､ありと長い時間を泳ぎ続けることができ

を抜けるだけ抜いて泳げば､いつ

るのだと気がつ

時間が何より

Lめきら

嫌いで､運動はできないものと諦めていたわたしに自信をつけてくれたのは水泳であった｡

背泳ぎをする楽しみは､プールの天井に映

る鳥の影や木々のそよぎ｡布張りの天井なので､風が吹けば音がするし､上を飛ぶものの影がくっきりと映る｡ガラス越しに見える庭には､桜が咲き秋には桜紅葉が美しい｡開いた窓からオニヤンマが飛んできたこともあった｡笹の葉っぱが侵入しているプールサイドにヤスデがいたこともある｡全体におおまかで野性的なところが､わたしの性分にあっていた｡

二月の雪の降る日に､傘をさして一時間も

たかの

かけて歩いて通ったこともある｡高野川に吹雪く雪が暗く明るく､傘のなかに一人いる自分がよその世に行く者のようで'歩く時間はそれなりに楽しかった｡四月から五月にかけては､比叡山のなだりのあちこちに､山桜や
やまふじ

山藤の花が夢のように咲く｡

広いプールを独占して好きなだけ泳いでい

られた閑雅な時間｡至福という言葉はあのような時間と場所のことをいうのであろう｡一年前､八瀬のプールは突然閉鎖になってしまった｡関連会社の京福電鉄が､二度も事故を起

うわさ

こしたあおりをくったのだという噂を聞いた｡

わたしの京都>ooL.ハ
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